
 
 

 

新しい炭素単体ナノ構造の可能性 

大野 公一 氏 

北海道大学 理学部 7号館 3−10 
炭素は、われわれのまわりで重要な役割を担っている元素であり、
グラファイト、ダイヤモンド、フラーレンなどの単体をはじめさま
ざまな化合物を与える。この炭素について、精度が著しく向上し予
言性が飛躍的に高まった量子化学計算を用いて調べてみたところ、
面白い形をもつ新しい炭素単体ナノ構造の可能性がいろいろあるこ
とがわかりはじめた。これまでほとんど予想されなかった新しい炭
素構造がみつかったいきさつと、新炭素構造の魅力について紹介し、
夢のエネルギー貯蔵物質となることへの期待についてふれる。 
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